
■司　　会　副 SAA　北澤　正浩

■開会点鐘　会　長　市川　慎二

■斉　　唱　我等の生業

■出席報告

■本日の欠席者
福村

■他クラブ出席者
増田 ( 横浜あざみ RC・横浜緑 RC・横浜瀬谷

RC・横浜田園	RC)

■年男
○横浜旭 RC

二宮　登会員・太田幸治会員・青木邦弘会員

○横浜瀬谷 RC

井上博海会員・相澤史人会員

■会長報告
　皆様、こんにちは。

そして、横浜瀬谷ロー

タリークラブの皆様、

ようこそお越しくださ

いました。新年になり、

皆様がつつがなく新し

い年を迎えられたこと

とお慶び申し上げると

ともに、本年もどうぞ

本日の出席数        25 名

本日の出席率    96.15％ 修正出席率    　96.15％

会員数　 　 　    30 名

– 1 –

宜しくお願い申し上げます。

　以前の例会場ということもあり、懐かしい

中でこのように盛大に例会を開催できますこ

と、大変嬉しく思います。

　さて「一年の計は元旦にあり」の言葉通り、

自分の事業所の４月からの一年を計画します

が、ロータリアンとして、この言葉を思い出

し原点に戻ります。皆様もご存じのように、

「最もよく奉仕するもの、最も多く報いられる」

です。職業奉仕の理念として、アーサー・フ

レデリック・シェルドンが提唱したものです。

そして、次のような例を述べられています。

「今、仮に全世界の靴屋の会合が開かれて、靴

に関連する職業を持っている全世界の人が集

まったと仮定します。そして、なぜ靴屋をし

ているかと質問すれば、ほとんどが、儲ける

ためと答えるに違いありません。５％くらい

の人は、「自分の仕事が、他の人のためになる

から」と答えるかもしれません。そんな場所

に、天変地異が起き、集まった人が全員死ん

でしまったら、どうなるでしょう。当分は何

の影響がなくても、やがて全世界の人たちは、

靴を履くことができなくなってしまいます。

そこで、初めて５％の人たちが答えたような、

職業を通じて奉仕する真意が理解できるので

す」このように、当時の国際大会で話された

そうです。
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ております。多分私も同じ心境ですが、増田

さんも同じではないかと思いますが、丁度一

年の半分が終わって、ほっとした部分が半分

位あります。あと半分身を引き締めて横浜瀬

谷ロータリー、こちらのクラブともども頑張っ

ていきたいと思います。それで今回は栁沼会

員が次年度ガバナー補佐で、今度地区が広が

りまして大変ですが、どうぞよろしくお願い

します。

　今年度の私達の目標は 50 周年の行事がもう

すぐありますので、それに向かって頑張って

いきたいと思います。よろしくお願いします。

■瀬谷 RC・久保田幹事
　横浜瀬谷ロータリークラブ幹事の久保田で

す。横浜旭ロータリークラブの皆様、明けま

しておめでとうございます。昨年は大変お世

話になりました。今年はイノシシ年です。

　変化・改革できるようイノベーションする

ことを目標にやっていきたいと思います。本

年度も下期に入りプレイベント等を実施し、

次年度クラブ 50 周年事業に向けて着々と準備

しているところです。区政 50 周年記念と貴ク

ラブも 50 周年を迎えられるということで、記

念事業が大成功することを祈念しております。

　本日は２クラブ合同例会としてこのような

会場をご準備いただき誠に有難うございます。

■乾杯・瀬谷 RC 露木パストガバナー
　皆様こんにちは、改めまして、明けまして

おめでとうございま

す。本年もよろしくお

願いします。

　皆様ロータリーを楽

しんでいますか。私は

平成元年の１月に入会

しまして、今月で丁度

30 周年。皆出席を続

けております。この中

で入会して 30 年以上の方はいらっしゃいます

か。後程ガバナー年度時代の物をプレゼント

をさせていただきたいと思います。

　私が何故 30 年続けられたかと申しますと、

ロータリーの一番の良さ、単年度主義にあり

ます。一年終われば全て終わる。役職をいた

だいたとしても、次からは普通の会員に戻れ

る。一年で終わるというのは精神衛生上すご
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　ロータリアンの職業は利益を得るためだけ

の手段ではなく、職業を通じて社会に奉仕す

るために、存在するといった思いを広く伝え

たかったのでしょう。シェルドンの奉仕理念

を知ることが、ロータリーの職業奉仕を理解

することに繋がるとの言葉がありますが、私

もこの言葉に感銘を受け、失ってはならない

バックボーンとして一年の計を見直した１月

でした。

　そして１月は職業奉仕月間です。シェルド

ンの職業奉仕理念とは、どのような考え方な

のか改めて調べていると、新会員の方にとっ

ては、ロータリーを知る、一つのきっかけ作

りにもなり、相手利他で経営する心も学べる

と思います。

　さて、本日は横浜瀬谷 RC、横浜旭 RC の会

員より年男卓話をいただけます。

○地区関係　

１）１月 24 日㈭に会長幹事会が開催されます。

私と安藤幹事で出席して参ります。

２）2019‐2020 年度、地区役員・委員長として、

新川会員が地区ポリオプラス委員長として委

嘱されました。

○クラブ関係

１）１月 20 日のチャリティーコンサート開催

にあたり、新川委員長、福村副委員長を中心

に企画実行してくださり、大盛況で終えるこ

とができました。また、五十嵐災害対策委員

長を始め、半数以上の会員の皆様に、お手伝

いを頂きましたこと、重ねてお礼申し上げま

す。センター試験と重なり来場数に影響した

と思いますが、お蔭様で総額が 50,643 円のご

寄付が集まりましたのでご報告致します。ご

寄付頂きました来場者の皆様、本当にありが

とうございました。

■横浜瀬谷 RC・久松会長挨拶
　皆様こんにちは。本

日は合同例会というこ

とで、横浜旭さんの例

会場にお邪魔いたしま

した。例会場設定準備、

ありがとうございまし

た。本年度はガナバー

補佐の増田さんにはい

ろいろとお世話になっ
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くいいシステムですね。ところが最近のロー

タリーは３年になってきました。来年は地区

の財団の委員長になりますが、年間に 70 回以

上会議があります。小委員会は８つ位ありま

す。それを全部出ると大変なことですが、ロー

タリーで楽しい事を見つけられれば、それは

非常に楽しいことです。

　国際大会、今年はハンブルグですが、私は

40 年前に住んでいましたので、懐かしく行っ

てみます。来年は皆様待ちに待ったハワイで

すので、ハワイはあまり海外に行ったことも

ない人も、あそこは日本と同じで非常に行き

やすい所ですので、こぞって参加していただ

き、ロータリーの良さを確認してほしいと思

います。それでは、皆様のご健勝とロータリー

の発展を祈念して乾杯をしたいと思います。

■横浜旭 RC・増田ガバナー補佐 
　新年あけましておめで

とうございます。実は横

浜瀬谷ロータリーの皆さ

んとは先週の例会で新年

のご挨拶ができたのです

が、横浜旭ロータリーク

ラブの例会には新年に

なって初めての出席とな

ります。そこで新年のご

挨拶から始めさせていただきました。この瀬

谷と旭の合同例会も再開してから３回目にな

るかと思います。瀬谷ロータリークラブとは

兼ねてから合同での活動もあり、顔なじみの

方も多く、本日はさらに親睦の効果を挙げて

いただければと思っております。

　私は両方のクラブで何度か話しているので

すが、瀬谷ロータリークラブでは若い会員が

増えており、その方々がクラブ運営の中枢と

なってきていることを、羨ましく見ておりま

す。横浜旭ロータリークラブは、この前の地

区大会で 80 才以上の７人が表彰され、70 歳

以上の会員は 15 名になります。旭ロータリー

クラブの会員の皆さんが、本日の例会で刺激

を受け、若手会員の勧誘に動くきっかけとな

ることをも期待しております。

　また、本日のプログラムは横浜旭ロータリー

クラブ伝統の「年男・年女の挨拶」となって

おります。これは私も３回経験しております

が、12 年に一回自分を振り返る機会となるも

のであり、さらにこれからの 12 年への活力を

与えてくれます。横浜瀬谷ロータリークラブ

でも参考にされたらと思います。それでは本

日の例会を楽しく過ごしていただければと思

います。

■がんセミナーのお知らせ
　　　　　　　職業奉仕委員会　大川　伸一

　恒例のがんセミナーを今年も３月２日㈯に

行います。がん医療の最近の話題をテーマに

して、ノーベル賞のお薬、がんと遺伝、がん

ゲノム医療、そして重粒子線治療についてお

話します。

　当日はがん専門看護師による「相談コー

ナー」を設けました。FAX での申込が出来ま

すので、皆様お誘い合わせのうえ、どうぞ大

勢の方に参加していただけますようお願い致

します。

■年男卓話
○井上博海会員       ○相澤史人会員

○青木邦弘会員

　猪年に災害が多いと言われています。

大正７年　

関東大震災

平成７年　

阪神淡路大震災

台風は　

昭和 22 年　

　カトリーナ

昭和 34 年

　伊勢湾台風

株価について

昭和 34 年　年初 671 円　年末 870 円　  30％

昭和 46 年　年初 2,000 円年末 2,713 円　35％

昭和 58年　年初 8,021 円年末 9,800 円 22.2％
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昭和 34 年  年初 19,684 円年末 20,011 円 16.6％

　さて、今年はどうなるでしょうか ?

○太田幸治会員

　今年は亥年、イノシ

シ年です。昭和 10 年生

まれの私の７廻り目の

年です。年男というこ

とで挨拶を！とご指名

を頂きました。

　イノシシというとよ

く猪突猛進と言われま

すが、実際のイノシシ

は曲がりもすれば止まりもします。でも何か

困難に直面した時には、めげずに更に突き進

む勇気があります。そう言われています。自

分で言うのも何ですが、私も人に煽てられ、

騙され、裏切られて何度か大きな壁にぶつかっ

たことがありました。そのたびに親から教え

られてきた「お前はイノシシだ。人の悪口、

愚痴は言うな！お前が反省して前へ進め！」

「人を助ければわが身助かる、だぞ！」と云う

事を思い出し「そうだったな」と意地を張っ

て今日まで生きてきました。お蔭様でこうし

て社会的に立派な誰もが一目置くロータリー

の皆さんの前で、挨拶をさせて頂くことも出

来るようになりました。有難いことでござい

ます。

　ところで今年は十二支でいいますと己亥

( つちのとい ) だそうです。私自身はまだま

だ発展途上ですが、己 ( つちのと ) は完成し

た自己や成熟した組織が足元を固めて次の段

階を目指す準備をすることだそうで、亥は

十二支の最後です。植物の成長としては葉っ

ぱも散ってしまい種に生命を引き継いだ状態

が亥です。亥に木へんで核になりますよね、

内側の芯がしっかりしていることです。私で

はありませんよ。今年の干支がそうなってい

るということです。平成の御代も 100 日を切

り、新しい元号のもと、４月から新しい時代

の幕開けです。私ももう一度足元を見つめ直

し新しい時代にも頑張れるよう準備に勤しみ

たいと思います。簡単ですがこれで終わらせ

ていただきます。皆さんとともに今年が最良

の年となりますよう頑張ります。有難うござ

いました。

○二宮　登会員

・新年の抱負

　私は今年７回目の年

男を迎え、後期高齢者

です。後期高齢者男の

ロマン三題を発表しま

す。

１）二俣川駅前からこ 

ども自然公園間の道路

を万騎が原畠山重忠公

道路とする。

２）チャリティー国際交流イベントを MM21 地

区で開催する。

３）ユネスコ文化遺産指定を受ける調査をス

タートする。

　横浜は開港以来欧米の文化を受け継いだ遺

産、鉄道、ビール、近代水道、パン、アイ　

スクリーム、ガス、外人墓地、ドック、クリー

ニング、外国人住宅、ミッションスクール等。

■閉会挨拶
瀬谷 RC・栁沼ガバナー補佐エレクト
　皆様明けましておめ

でとうございます。私

はガバナー補佐という

形で、これから一年半

程お世話になると思い

ます。よろしくお願い

します。私は今年で丁

度 20 年目になります。

先ほど増田 G 補佐から

心構えをいろいろと伺いましたが、私がお受

けした時は６クラブをしか承知しておりませ

んでしたが、プラス５クラブ 11 クラブを見な

くてはなません。G 補佐の仕事として、各ク

ラブ４回訪問しなくてはならないそうで、そ

れだけで 44 回。先ほど露木財団委員長が 70

回とお話しがありましたが、ちょっしてその

記録を抜いてしまうのか、ひょっとしたら旭

さんの例会には来れないことが無いように、

肩の力を抜いて、前向きにやっていかなけれ

ばと思います。G 補佐の仕事はガバナーと各

クラブの連絡調整かと思っております。

■次週の卓話　

2/6 ㈬　鯉淵信也様 (横浜市教育長 )

　　   　　　 週報担当　　　　内田　　敏


